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　当社は、令和７年５月８日に公表した第２四半期（累計）連結業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。

　また、令和７年１０月３１日開催の取締役会において、下記のとおり令和７年９月３０日を基準日

とする剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議いたしましたので、あわせてお知らせいたします。

　なお、当社は、取締役会決議により剰余金の配当を行うことができる旨を定款に定めております。

１．連結業績予想の修正について

令和８年３月期　第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（令和７年４月１日～令和７年９月３０日）

修正理由

　（１）令和８年３月期第２四半期（累計）連結の業績は、受注額が期初の計画に達しなかったこと

　　　　に伴い、売上高は前回発表予想を下回る見込みですが、各利益率が上昇することにより、

　　　　営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する中間純利益とも増加する見込みとなりました。

　　　　なお、令和８年３月期の通期業績予想につきましては、令和７年５月８日に公表しました

　　　　とおりであります。

業績予想の修正および剰余金の配当（中間配当）に関するお知らせ

記

会 社 名

代 表 者 名

問 合 せ 先

Ｔ Ｅ Ｌ

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
中間純利益

1株当たり
中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 44,000 2,500 2,650 1,850 73.29

今回修正予想（Ｂ） 43,933 2,671 3,034 2,076 82.24

増減額（Ｂ－Ａ） △66 171 384 226

増減率（％） △0.2 6.9 14.5 12.2

(ご参考）前期第2四半期実績
（令和7年3月期第2四半期）

40,305 2,720 3,023 2,053 81.37



２．剰余金の配当（中間配当）

（１）配当内容

（２）理由

　　当社は安定収益を確保して、株主資本の充実や設備投資に備えた内部留保を行いながら、累進

　配当を継続し、配当性向については令和９年３月期に３０％程度を目標とすることを基本方針と

　しております。当社グループの当期の業績や今後の事業環境を総合的に勘案し、中間配当金につ

　きましては、令和７年１１月２５日を配当支払開始日として、１株につき２１円とさせていただ

　きます。なお、期末配当金予想につきましては、１株につき２１円を予想しております。

（３）配当予想

以　　上　

決定額 直近の配当予想 前期実績

（令和７年５月８日公表） (令和７年３月期中間）

基準日 令和７年９月３０日 同左 令和６年９月３０日

1株当たりの配当金 ２１円 同左 １８円

配当金総額 ５３０百万円 － ４５４百万円

効力発生日 令和７年１１月２５日 － 令和６年１１月２５日

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金

中間 期末 合計

前回予想 ２１円 ２１円 ４２円

当期実績・予想 ２１円 ２１円（予想） ４２円（予想）

（ご参考）前期実績

（令和７年３月期）

１株当たり配当金

１８円 ２４円 ４２円


